


序     文 

 

独立行政法人国際協力機構は、インドネシア国（以下、「インドネシア」）と締結した討議議事

録（R/D）に基づき、技術協力プロジェクト「インドネシア国水利組合強化計画」を 2004 年 4 月

から 3 年間の予定で実施しています。 

この度当機構は、協力期間中の活動実績等についてインドネシア側と合同で総合的な評価を行

うとともに、今後の対応策等を協議するため、平成 18 年 11 月 13 日から 12 月 1 日まで、当機構農

村開発部技術審議役 土居 邦弘を団長とする終了時評価調査団を現地に派遣しました。 

本報告書は、同調査団によるインドネシア政府関係者との協議及び評価調査結果等を取りまと

めたものであり、本プロジェクト並びに関連する国際協力の推進に活用されることを願うもので

す。 

終わりに、本調査にご協力とご支援を頂いた内外の関係各位に対し、心から感謝の意を表しま

す。 

 

平成 19 年 1 月 
 

独立行政法人国際協力機構 
農 村 開 発 部 
部 長  松  田  教  男 
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カウンターパートへのインタビュー調査        水利組合役員への聞き取り調査 
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評価調査結果要約表 

１．案件の概要 

国名：インドネシア共和国 案件名：水利組合強化計画 
分野：農業開発／農村開発 援助形態：技術協力プロジェクト 
所轄部署：農村開発部貧困削減・水田地帯第一チー

ム 
協力金額：約 3.4 億円 

先方関係機関：居住・地域インフラ省水資源総局、

南スラウェシ州水資源管理局、ゴワ県水資源管理局

日本国側協力機関：農林水産省 

協力期間 (R/D):2004 年 4 月 1 日～ 
   2007 年 3 月 31 日 
(延長) 
(F/U) 
(E/N)（無償）  

他の関連協力： 
JBIC 事業「ビリビリ灌漑事業」 
開発調査「水利組合移管促進計画調査」 

１－１ 協力の背景と概要 

インドネシア共和国（以下、「インドネシア」）は、政府の財政負担を軽減するため、灌漑施設の維持管

理に水利組合を参加させる政策を進めている。しかしながら、現状の大部分の水利組合は、結成にあたっ

て農家の意向が十分に反映されていないことや、水利費を負担するだけのメリットが農家に示されていな

いこと等から、十分に機能していない。また、水利組合の活動に対し支援を行う立場にある地方政府は、

技術力を有する人材や経験の不足から、十分な支援を行うことができない状況にある。 
これらの状況に対処するため、地方レベル行政機関及びモデル地区の農家を対象に水管理・灌漑施設管

理技術等の巡回指導等を実施し、水利組合の強化のモデル確立を目指す技術協力をインドネシア政府は我

が国に要請した。 
これを受け、JICA は 2004 年 4 月 1 日から 3 年間の計画でプロジェクトを開始し、4 名の長期専門家（チ

ーフアドバイザー/水利組合強化、業務調整/研修、水管理/灌漑施設管理、営農）を派遣中である。 
 

１－２ 協力内容 

南スラウェシ州で実施された JBIC 事業「ビリビリ灌漑事業」の対象地域（約 23,700ha）のうち、ゴワ県

タナバンカ村周辺（約 300ha）のモデルサイトにおいて、地方政府職員の能力向上により水利組合強化を

図る。 

(1) 上位目標 

ビリビリ灌漑地区において、水利組合が地方政府による支援と協調を通じて活性化することにより、

灌漑施設の適正な運用及び管理が行われる。 

 

(2) プロジェクト目標 

モデルエリアにおいて、水利組合が地方政府による支援及び協調を通じて活性化することにより、

灌漑施設の適正な運用及び管理を行うモデルが確立される。 

 

(3) アウトプット 

アウトプット 1：モデルエリアの水利組合の組織が強化される。 
アウトプット 2：モデルエリアの圃場において、末端まで効率的に灌漑用水が配分される。 
アウトプット 3：モデルエリアの灌漑施設が適切に維持管理される。また、現地の実態に合わせて

改善される。 
アウトプット 4：モデルエリアにおいて、灌漑用水の効率的利用に基づいた営農が行われる。 
アウトプット 5：地方政府職員及びその他の関係者が、水利組合に対し適正な指導を行うための知 

識・経験を修得する。 

(4) 投入（評価時点） 

日本国側：長期専門家派遣：     延べ 5 名  機材供与：総額約 264 千 US$ 
短期専門家派遣：     延べ 6 名  ローカルコスト負担：総額約 0.17 億円 
研修員受入：  本邦研修 10 名 



相手国側：カウンターパート（以下、「C/P」）配置：  延べ 43 名 
            現地業務費負担：総額約 132 千 US$ 

土地・施設提供 

２．評価調査団の概要 

（日本国側） 

土居 邦弘 

湯浅 和広 

湯浅 啓一郎

板垣 啓子 

団長・総括  JICA 農村開発部技術審議役 
水利組合強化 農林水産省農村振興局整備部設計課 
計画評価   JICA 農村開発部貧困削減・水田地帯第一チーム 
PCM 評価   グローバル・リンク・マネジメント(株)研究員 

（インドネシア側） 

調査者 

Saiful Rochdyanto 
Dwi Puryanto 

 
Yopie Lumoindong 
Muchlish Amat 

Faculty of Agricultural Technology, Gadjah Mada University 
Community Development Division, Directorate of Water Resources 
Management, Ministry of Public Works 
Faculty of Agriculture and Forestry, Hasanuddin University 
Chief of Planning and Programming Division, PSDA South Sulawesi 

調査期間 PCM 評価団員 2006 年 11 月 13 日～12 月 1 日 評価種類：終了時評価 
３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

３－１－１ 投入実績 

(1) 日本国側投入実績（評価時点） 

専門家については延べ 5 名の長期専門家と 7 名の短期専門家（内 1 名は予定）が派遣された。イ

ンドネシア側から 10 名の C/P が本邦における研修に派遣された。事務機器、車両、設計測量関連機

材、研修用視聴覚機材の他、水利組合向けの灌漑ポンプ、ハンドトラクター等、総額 263,816.6US$相
当の機材が供与された。1999 年度から 2006 年度（計画）までの日本国側の経費負担は総額 17,494
千円である。 

 

(2) インドネシア側投入実績（評価時点） 

インドネシア側からは延べ 43 名の C/P が配置された。プロジェクトへの投入予算は、実績ベース

において総額約 87 千 US$（予算としては総額約 132 千 US$）である。また、インドネシア側からは、

南スラウェシ州水資源管理局内のプロジェクト事務所と同事務所の付帯資機材及び電気・水道設備

がプロジェクト施設として提供された。 
 

３－１－２ 成果達成の実績 

アウトプット 1：  
水利費徴収率は、プロジェクト開始時点の 14％から徐々に増加し、当初の 2 倍を超える 36％の徴収

率を達成した。総会への役員の出席率は目標値の 80％を超えているが、一般の組合員の総会出席率に

ついては、一部の組合が目標値の 50％を達成しているものの、全組合平均では 20～40％台に留まって

いる。これらの格差は、組合員の出席率が、会合の日時、場所、組合員の居住地の散在の度合い、組

合員世帯の農業への経済的依存度の格差、委任状等公式会合に関する組合員の知識や経験等に起因す

るものと考えられ、安定的な出席率の増加傾向は未だ得られていない。 

アウトプット 2：  
平成 17 年度乾期に 53％であった 3 次水路の水配分実績は、平成 18 年度乾期には 63％までに増加し、

指標に設定された目標値を達成した。 

アウトプット 3： 
平成 18 年度乾期までに、全 4 次水路ブロックの 72％で 4 次水路建設が開始され、計画延長の 41％

が整備された。また、維持管理についても、平成 18 年 9 月末までに、水利組合の共同作業等、自主的

な取り組みを通じて 50％以上の 3 次水路の維持管理が行われ、プロジェクト終了時までに目標値の

80％を超えることはほぼ確実であると予測される。 



アウトプット 4： 
乾期水稲の収量は平成 16 年度の 1ha 当たり 3.5t から平成 17 年には 4.4t に伸び、平成 18 年度には

4.7t にまで増加した。全体平均として目標値の 5.0t には及ばなかったが、各サンプル圃場での収量は

着実に増加しており、6.0t を超える収穫も報告されている。水利組合の作付けスケジュールに沿った

作付面積は、平成 17 年度乾期の 51％から、同年雨期には 67％にまで増加したが、ブロック単位の配

水順位・時期に関する組合員の理解不足にも起因して、平均実績としては 59％に留まっている。 

アウトプット 5： 
研修受講者の総計は 173 名に達しており、プロジェクトが開発した研修教材は、2006 年に中央政府

により全国の水利組合関連研修の教材として認定されている。 灌漑研究センターが州レベルの政府職

員を対象として実施したフォローアップ調査では、研修内容が有効に活用される見込みは高く、すで

に活用が始まっている例も報告されている。なお、受講者の理解度に関する指標については、プロジ

ェクト終了までに理解度測定を実施する予定。 
 

３－１－３ プロジェクト目標達成の見込み 

プロジェクトのモデルエリアにおける乾期灌漑水稲作付面積は、52％から 74％へと大幅に増加し、指

標の目標値を超えている。また、水利組合強化のための取組指針については、現在プロジェクトの経験

に基づく参考指針資料（組織強化、水管理・灌漑施設管理、営農及び灌漑農業技術、その他活動記録や

問題解決等）の内容が検討され、プロジェクトの終了時までに印刷・配布が予定されている。以上のこ

とからプロジェクト目標達成の見込みは高いと判断される。 

 

３－１－４ 上位目標達成の見込み 

プロジェクトが作成する水利組合強化の取り組み指針については、プロジェクト活動から得られた知

見に基づく実際的な示唆を含む内容が想定されており、中央・地方政府機関による研修等を通じた普及

が期待されている。また、ビリビリ灌漑地区においては、個々の水利組合のみならず、水利組合連合の

育成強化を狙いとした取り組みが行われる予定もあり、水利組合間の連携・情報共有の強化が期待され

る。これらの点から、上位目標の達成は一定程度見込めると思われるが、取組指針のビリビリ灌漑地区

内への広範な波及について、具体的な方策の更なる検討が必要である。 

３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性 

インドネシア公共事業省の 5 カ年計画（2005 年～2009 年）において、水利組合の育成・強化は重要

課題として挙げられており、南スラウェシ州水資源管理局の戦略計画及びゴア県の開発計画において

も、水利組合を通じた灌漑維持管理は優先課題の一つとなっている。日本国のインドネシア国別援助

計画の重点分野において、｢民主的で公正な社会造り｣ための具体的支援策として「農漁村開発におけ

る雇用機会の創出及び所得・福祉の向上を通じた貧困削減」が掲げられている。同様に JICA インドネ

シア国別事業実施計画においても、「貧困削減」は重点分野の一つに位置付けられている。また、対

象地域の住民も水利組合の活動を通じた乾期配水の改善を高く評価している。よって本プロジェクト

の妥当性は高いと判断される。 
 

(2) 有効性 

モデルエリアの水利組合については、事実上機能していなかった以前の状況に比して、組織的な運

営能力を獲得し、自ら主体的に活動を実施している。組合役員による会合は定期的に実施され、年間

活動計画の策定や活動記録の整備が行われる様になった他、水配分や水利費徴収についても着実な改

善を上げつつある。これらの活動は、地方政府関係機関にも広く認知され、適正な灌漑施設の維持管

理の具体的なモデルを提示している。よってプロジェクト実施の有効性は高いと判断される。 

 

(3) 効率性 

日本国・インドネシア側双方から量・質ともに適切な投入がなされ、効果的に活用された。また、

本プロジェクトの運営において、日本国・インドネシア側双方の投入、活動がアウトプットに至る関

係性は、効果的に結びついており、本プロジェクトの効率性は、十分に確保されていると言える。 

 

 



(4) インパクト 

プロジェクトの活動に関連し、適正な配水と営農技術の改善による収量増加が見られ、それに伴う

農業収入増加等のポジティブな効果、影響が確認され、ネガティブな効果、影響は特定されなかった。

しかし、上位目標レベルでのインパクトに関しては、プロジェクトが作成する水利組合強化のための

取組指針がどの程度導入されるかは、個々の水利組合の組織力等に左右されるため、若干の留保が認

められ、プロジェクトが蓄積した経験・教訓のビリビリ灌漑地区内への広範な波及という面で具体的

な方策の更なる検討が必要とされる。 

 

(5) 自立発展性 

・政策、制度面：適正な灌漑維持管理のために水利組合を強化することの必要性は、現在のインドネ

シアの政策と合致しており、今後ともその政策的方向の継続が見込まれる。 

・組織、財政面：プロジェクトのカウンターパート機関は全て、水利組合強化に向けて果たす役割を

組織的に有しているため、各機関の計画には水利組合を対象とした恒常的な活動が含まれている。

・技術面：受益者レベルで見ると、水利組合、特に役職員は組合活動に必要な知識と技術をすでに習

得しており、また農民もプロジェクトにより指導された営農技術を既に適応している。 

以上の面から、政策的方向性の継続や、本プロジェクトの活動によって獲得した知識や技術の維持・

活用の可能性は高いと思われるが、制度的環境と組織間調整については現状では不確定な面もあり、

本プロジェクトの自立発展性に関しては今後に向けた課題が存在すると思われる。 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

(1) 計画内容に関すること 

水利組合の組織化・育成強化のためには、灌漑システムの上流から下流に至る多様な活動が関係し

ており、多くの関係機関の関与・調整が必要となっている。本プロジェクトでは、中央・地方の関係

機関の関与を最大限に引き出せる様な現実的な実施体制を構築しており、関係機関各々の特徴を生か

した貢献を引き出す上でも有効であった。 

 

(2) 実施プロセスに関すること 

プロジェクトでは、モデルエリアの一部ですでに活動実績を有する現地 NGO の職員をスタッフとし

て傭上しており、これらの人材の現地コミュニティに関する知見や、NGO 活動を通じて構築されてい

た信頼関係がプロジェクト側に得られたことは、プロジェクトの実施に際して非常に有益であった。

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

(1) 計画内容に関すること    特になし 

(2) 実施プロセスに関すること  特になし 

３－５ 結論 

合同評価チームは、プロジェクト活動が遅延・障害なく実施されたことを確認し、協力期間内にプロジ

ェクト目標が成功裏に達成されるものと結論する。 

３－６ 提言 

３－６－１ プロジェクト終了までに実施すべき事項 

(1) アウトプット達成指標を満たしていない活動については、目標値を未達成の理由を十分に分析し

対応策を講じて、引き続きモニタリングを行うことが必要であり、今後実施予定の活動においても、

これらのアウトプット達成に向けた方策を可能な限り組み込んで、一層の改善に努めることが強く

望まれる。  

 

(2) プロジェクト終了までの期間が限られていることから、水利組合強化取り組み指針の策定につい

ては、具体的な策定作業を可及的速やかに開始し、早い段階から内容についての関係機関との確認

を行うことが求められる。なお、同指針の策定にあたっては、プロジェクト活動の実際の経験を十

分に反映し、将来的に水利組合強化に携わる関係者が利用する上で役立つ現実的な内容を網羅する

よう特に配慮が必要である。  

 

３－６－２ プロジェクト終了後に実施すべき事項 

(1) プロジェクトの事業成果をビリビリ灌漑地区全体に波及していくためには、プロジェクトで作成



中の水利組合強化取り組み指針の普及に関する、具体的かつ現実的なロードマップを、実施機関が

協力の上策定することが不可欠である。 

  

(2) 水利組合強化のためには技術的・社会的な働きかけを総合的に行っていくことが必要であり、関

係者間の調整は今後とも必要不可欠である。州・県レベルで設置されている灌漑委員会も未だ十分

にその期待される機能を果たすには至っておらず、これら調整機関の実質的な機能の確保が急務で

あると考えられる。 

 

(3) 今般評価調査の過程において、モデルエリアの水利組合及び水利組合連合役職員からは、3 次水

路への配水が不安定で必ずしも十分でないとの指摘がなされた。水資源の配分が依然として不十分

であることを踏まえ、支線、幹線、水源レベルとより高次の水管理の効率化を進めるため、一層の

水利組合及び関係機関の能力強化が必要であると考えられる。 
 

(4) 本プロジェクトは、南スラウェシ州の一部のモデルエリアにおいて、水利組合強化の諸活動の実

証を行うと同時に、全国の水利組合に対し組織強化の参考事例を提示するものであった。従って、

中央政府、具体的には公共事業省水資源総局において、研修やその他の情報普及活動を通じ、本プ

ロジェクトの取り組みを成功事例として紹介し、各地の状況に応じて活用されるよう働きかけを行

うことが必要である。   
 

(5) 水利組合強化のためのフィールドレベルの働きかけ 
水利組合強化の役割を担う諸組織において、末端のコミュニティで水利組合や住民に直接働きか

ける職員の配置が絶対的に不足している状況下、本プロジェクトにおいて試みられた様に、コミュ

ニティと政府関係機関の媒介となり、フィールドレベルでの直接的な指導・助言を行う要員を配置

することは極めて効果的である。このようなフィールドレベルの働きかけは、水利組合の育成強化、

特に初期の組織化段階には不可欠なものであり、対象地域で住民を直接対象とした活動経験や力量

を持つ NGO 等既存の組織との連携・活用がより強化されていくことが望まれる。 

３－７ 教訓 

(1) コミュニティを直接対象とした活動コンポーネントの実施体制 

コミュニティで住民を直接対象とした活動を実施するプロジェクトの場合、対象層の住民に対する

働きかけにおいては、言語、文化慣習、ジェンダー概況、行動様式など様々な現地事情に配慮するこ

とが必要となる。政府機関の活動範囲のみでは十分に対応できない例もあることから、例えば対象地

域での当該分野における活動経験や、住民との信頼関係をすでに構築している NGO 等との連携も含め

た実施体制を構築することが肝要である。 
 

(2) プロジェクト管理のための正確なデータの把握 

今般評価に当たり、プロジェクト活動に関する正確なデータが把握・整理されていたことはプロジ

ェクトの進捗や成果達成を把握する上で極めて有益であった。これらのデータの収集・整理には時間

と手間がかかることから、プロジェクト実施チームには負担になる場合もあるが、成果達成指標に限

らず、プロジェクト活動に関する詳細かつ正確な情報を把握しておくことは、プロジェクト全体管理

にとって非常に有用である。 

 



Summary of the Results of Evaluation Study 

1. Outline of the Project 

Country: Indonesia 
Project Title: Empowerment of Water Users  

Association Project 
Issues/Sector: Agricultural, Rural Development Cooperation Scheme: Technical Cooperation Project 
Division in Charge: Poverty reduction/Paddy  
Field Based Farming Area I, Rural Development 
Department 

Total Cost：340 million Yen 

Partner Country’s Implementing Organization: 
Directorate of Water Resource Management,  Ministry 
of Public Works 
Water Resource Management Services, South Sulawesi 
Province 
Water Resource Management Services, Gowa District 

Period of 
Cooperation 

1 April 2004 – 31 March 2007 

Supporting Organizations in Japan: 
Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries 

Related Cooperation: 
JBIC “Bili-Bili Irrigation Project” 
Development Study “The Study for Improvement of Irrigation System and Empowerment of Water Users  
Association for Enhancement of Turnover Program” 
1-1 Background of the Project 
   To reduce financial burden, the Government of Indonesia is promoting the policy, which requires 
participation of water users association (hereinafter referred to as “WUA”) in irrigation management and 
operation. However, most of WUAs are not sufficiently functioning for some reasons such as; they have 
been established without full reflection of farmers’ interests or farmers have not realized the merit to pay 
irrigation service fee. Moreover, local governments are still not able to support WUAs activities 
substantially because of the shortage of skilled human resources and experiences though they have 
esponsibilities to do so.   

To address these situations, the Government of Indonesia proposed the technical cooperation to establish 
the models of empowerment of WUAs through the technical guidance to the local governments and farmers 
in the model areas. In accordance with this proposal, JICA has been providing supports to the implementation 
of the Project since April 2004. 
1-2 Project Overview 
 (1) Overall Goal 

In the area of the Bili-Bili Irrigation System, the proper operation and maintenance of irrigation 
facilities is introduced through empowerment of WUAs by Local Government assistance and collaboration 
between Local Government and WUAs. 

(2) Project Purpose 
In the Model Area, the model for the proper operation and maintenance of the irrigation facilities is 

established through empowerment of WUAs by Local Government assistance and collaboration between 
Local Government and WUAs. 

(3) Output:  
1. WUAs in the Model Area are strengthened. 
2. In the Model Area, Irrigation water is distributed efficiently to the farmland. 
3. Irrigation facilities in the Model Area are adequately managed and improved based on local  

conditions. 
4. In the Model Area, the farming system with efficient use of irrigation water is introduced. 
5. The staff of the Local Government and other stakeholders related to empowerment of WUAs acquire 

the knowledge and experience to provide the proper assistance to WUAs. 



(4) Inputs 
Japanese Side: 

Long-term Experts     5           Equipment           0.26 million US dollars 
Short-term Experts     6           Local Opration Cost   17 million yen 
Trainees Received     10 

Indonesian Side: 
Counterparts         43           Local Cost           0.13 million US dollars 
Land and Facilities 

2. Evaluation Team 
DOI Kunihiro  
 
YUASA 
Kazuhiro 
YUASA 
Keiichiro  
ITAGAKI 
Keiko 

Team Leader: Executive Technical Advisor, Rural Development Department, 
JICA 
Empowerment of WUA: Design Division, Rural Development Bureau, 
Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries 
Planning Evaluation: Poverty Reduction / Paddy Field Based Farming Area 
Team I, Rural Development Department, JICA 
PCM Evaluation: Researcher, Social Development Department, Global Link 
Management, Inc. 

Members 
of the 
Evaluation 
Team Saiful 

Rochdyanto 
Dwi Puryanto  
 
Yopie 
Lumoindong  
Muchlish Amat

Faculty of Agricultural Technology, Gadjah Mada University 
 
Community Development Division, Directorate of Water Resources 
Management, Ministry of Public Works 
Faculty of Agriculture and Forestry, Hasanuddin University 
 
Chief of Planning and Programming Division, PSDA South Sulawesi 

Period of 
Evaluation 

13 November 2006 – 1 December 2006 Type of Evaluation: Terminal Evaluation 

3. Results of Evaluation 
3-1 Achievement of the Project 

3-1-1 Achievement of Outputs 
It was confirmed that the Project has been implemented as per the plan stipulated in the R/D, M/M, 

PDM and PO without notable delays or unprecedented difficulties, thus that the Project would come up 
with most of its expected outputs by the end of the Project period.  

Output 1: “WUAs in the Model Area are strengthened.” 
The participation rates to General Meeting of WUAs exceeded 80% among the management 

committee members, however, the target participation rates among the farmer members still remains 
unmet, i.e. 23 to 46% on average, despite of the fact that some WUAs were able to mobilize more 
than 50% of members to attend the General Meeting. The factors attributing to these variations may 
include the timing and venue of the meeting, composition of the members in terms of location of 
their residences and WUA affiliation, the members’ familiarity to the new systems introduced such 
as letter of attorney, and so forth. The collection rate of water user’s fee was 14% at the time of the 
commencement of the Project, which, with slight fluctuation, has increased and already reached to 
36% in the dry season FY 2006. 

Output 2: “In the Model Area, irrigation water is distributed efficiently to the farmland.” 
As the results of the Project activities, the water distribution rate in the tertiary canals in the dry 

season paddy cropping increased from 52% in the FY 2005 to 63% in the FY 2006. 

Output 3: “Irrigation facilities in the Model Area are adequately managed and improved based on local  
conditions.” 

         The WUAs in the Model Area have maintained about 50% of the tertiary canal length by the end 
of September 2006. Based on the progress records and final accomplishment of the previous years, 



it is anticipated that the rate will increase to achieve or even exceed the target rate of 80% by the end 
of the Project, as the maintenance work will further be continued for the rainy season cropping.  The 
rate of the quaternary blocks where the quaternary canal development has been commenced is 72%, 
and the 41% of total length of the quaternary canals have completed until the dry season of FY 2006.

Output 4: “In the Model Area, the farming system with efficient use of irrigation water is introduced.” 
The dry season paddy yield has been increasing from 3.5 ton per ha. on average in FY 2004 to 

4.4 ton in FY 2005, then further to 4.7 ton in FY 2006. Although the average yield has not yet 
reached the target of 5.0 ton for the entire samples, steady and conspicuous increase has been 
observed in most of the sample plots, while the yields over 6.0 tons are reported in some of the 
sample plots.  The rate of cropping area based on the schedule made by WUA still remains as low as 
59% on average, which is attributed to the insufficient understanding for the part of farmers in terms 
of different water distribution grouping of their farm plots, to which the Project is already planning 
to take countermeasures in coming cropping season, i.e. clarification of water distribution/cropping 
groupings per quaternary blocks with identification of individual farm plots by means of information 
dissemination together with pictorial maps of these groupings. 

Output 5: “The staffs of the local government and other stakeholders related to empowerment of WUAs  
acquire the knowledge and experience to provide the proper assistance to WUAs.” 

A total of 173 personnel related to the empowerment of WUAs at central, provincial, district and 
community levels have already been trained. The training materials were officially endorsed in June 
2006 as the module to be used for the training of relevant government personnel all over the country. 
The results of the follow-up evaluation on the status of application of learning from training sessions 
by the participants are found to be satisfactory. As for the levels of understanding of the training 
participants, another measurement is scheduled to be conducted in December 2006. 

 
3-1-2 Prospects of Achieving the Project Purpose 

The rate of dry season irrigated paddy cultivation area has been increased from 52% in FY 2004 to 
74% in FY 2006, which exceeded the expected target of 70% of the Model Area. As for the model 
reference for empowerment of WUAs, the Project is currently working on its drafting, covering the 
different themes such as organizational management of WUAs, water management and irrigation 
facilities, farm management and irrigated crop cultivation, training and other general issues related to the 
activities of WUAs, which would be finalized and published by the end of the Project. Therefore, it is 
agreed that the project purpose would successfully be achieved by the end of the Project. 

 
3-2 Summary of Evaluation Results 
 (1) Relevance 

The Project is considered to be highly relevant to the policies and programs of the Indonesian 
government as the Water Resource Law in 2004 which stresses the needs of empowering the WUAs for 
proper maintenance and operation has further been confirmed in the recent Government Regulation.  The 
Project is also in line with the Japanese ODA policy to Indonesia, which emphasize the poverty reduction 
through rural development. It is confirmed that the Project has properly addressed to the needs of the target 
beneficiaries, i.e. farmers in the Model Area.  

(2) Effectiveness 
The WUAs in the Model Area are capable of holding regular meeting of the management committee 

members, formulating annual activity plans of the WUAs, keeping proper records, collecting water users’ 
fees in a systematic manner, and trying to develop further their organizations. As their activities are widely 
recognized by the local government institutions and gradually known to the other farmers in the vicinity, 
their performances are considered as the model for the proper operation and maintenance of the irrigation 
facilities. Therefore, the effectiveness of the Project is considered to be high. 

 



 (3) Efficiency 
Inputs by both Japanese and Indonesian sides were mostly adequate and sufficient in terms of the volume 

as well as of the quality to produce the intended outputs. The Project has also coordinated with some of the 
other projects in Bili-Bili irrigation area related to the empowerment of WUAs in the process of its 
operations.  Thus, the efficiency of the Project is considered to be high. 

(4) Impacts 
Positive impacts were observed in terms of the increased yields; which is assumed to have brought about 

the increase of the farm income as well. Farmers are also contented with increased occasions to contact with 
government officials of the relevant institutions. Changes in behaviors and self-confidence of the 
participating farmers particularly among the management committee members of WUAs are also to be 
noted.  

(5) Sustainability 
①Policy and Institutional Sustainability 

The necessity of empowerment of WUAs for proper operation and maintenance of irrigation facilities 
is quite consistent with the current policy; therefore the policy support from the government would 
continuously be secured. However, further coordination is needed among the institutions of central, 
provincial and district governments as well as with the functions of multi-stakeholder forums so as to 
consolidate their efforts for effective support to empower the WUAs at the community level. 
②Organizational and Financial Sustainability 

Each institution involved in the Project has its own mandatory role to play in empowerment of WUAs, 
which has duly been included in its respective plans, programs and activities with regular budget, which, 
however, is inevitably of smaller scale than the Project inputs. As to the organizational point of view, it 
should be admitted that there has not yet been any collaborative program among the relevant institutions 
at working level, although the importance of such collaboration has generally been recognized. Thus, 
organizational and financial sustainability is not sufficiently secured at this time.  
③Technical Sustainability 

WUAs could acquire knowledge and technical skills needed for their activities and farmers could learn 
cropping technologies through Project activities. Counterpart personnel also gained skills and experiences 
which they are confident to make use of in their duties in the future. The model reference that is being 
compiled by the Project would officially be endorsed and disseminated to the relevant institutions by the 
end of the Project, which would continuously be utilized as technical reference for the activities of 
empowering the WUAs in the field. Hence, the technical sustainability is considered to have reached to a 
satisfactory degree.  

3-3 Factors that Promoted Realization of Effects 
(1) Factors concerning the Planning 

The empowerment of the WUAs involves a wide range of activities from the upstream area to 
downstream of irrigation scheme. The project had been designed to maximize the involvement of all those 
relevant to the activities of WUAs in its operational mechanism. This approach is considered to be highly 
practical and the comprehensive efforts from different institutions could contribute to the effective 
implementation of the Project.  

(2) Factors concerning the Implementation Process 
The project has hired as its own staff the personnel of an NGO which has been in operation in a part of 

the Model Area. Their knowledge on and already established rapport with the target communities, including 
human network, have considerably been facilitating for the process of Project implementation.  As these 
NGO staffs are directly involved in the Project as a part of the team, expertise of field operations has been 
shared among all project personnel including those from the government sectors.  

3-4 Factors that Impeded Realization of Effects 
(1) Factors concerning the Planning                    N/A 
(2) Factors concerning the Implementation Process        N/A 



3-5 Conclusion 
The Project has successfully been implemented without any major or critical problem and will mostly 

achieve its outputs by the end of the technical cooperation period.  Prospect of achieving the Project purpose 
is evaluated high with continuous efforts that are quite likely to be made for the rest of the project period.  
3-6 Recommendations  

3-6-1 Recommendations for the remaining period of the Project 
(1) As for the activities which are yet to achieve the target output indicators, it is essential to analyze the  

hampering factors and take possible countermeasures, while continuously monitoring the indicators. 
Possible efforts to address to the unmet target should be incorporated as much as possible in the Project 
activities to be implemented for the rest of the Project period.  

(2) Considering the limited time left for the Project, it is necessary to accelerate the process of compilation 
of the model reference documents to make them practical and applicable, reflecting the real experiences 
of the Project activities  

 
3-6-2 Recommendations for the future (after the completion of the Project) 

(1) In order to disseminate the outcomes of the Project in the form of the model reference to the other areas 
in Bili-Bili irrigation area, it is necessary for the relevant institutions of the Indonesian Government to 
formulate the practical and feasible plan, which clearly stipulates the roles of each institutions, 
concrete methods and modality of implementation, time frame, sources of funds, contents of activities 
and so forth. 

(2) As the empowerment of WUAs requires comprehensive approach to address various technical and  
social aspects, it is essential to consolidate the efforts to be made by different stakeholders for overall 
capacity development of WUAs. Therefore, further enhancement of coordination mechanism is  
necessary to establish a platform for the functional and sustainable coordination among all those who  
are relevant to the activities of WUAs. 

(3) During the Evaluation Study, it has been pointed out b that water distribution to the tertiary canal levels 
is not yet sufficient or stable. It is thus required to enhance the water distribution efficiency at the 
higher levels, i.e. secondary and primary canals, headworks, as well as at the water resources, for which 
further capacity building of the WUAs and relevant institutions would be necessary. 

(4) The Project aimed primarily at piloting the process of empowerment of WUAs in the Model Area,  
however, it also aimed at providing useful references for any effort to empower WUAs to be made by 
relevant institutions not only in South Sulawesi Province but in the entire country.  Therefore, the 
central government is expected to take measures to widely disseminate the outcomes of the Project 
through various channels, so that they would be applied in the other areas of the country with possible 
modification based on the local situations.   

(5) As the offices responsible for empowerment of WUAs are not allotted with the sufficient number of  
field staff who can directly guide all WUAs in their jurisdiction, existence of the mediators between the 
community and government functionaries may be of great importance in the mobilizing the farmers for 
further empowerment of WUAs. It is desirable to incorporate such functions of field facilitation in the 
measures to be taken to organize and guide the WUAs especially at the initial stage, thus to promote 
linkages with existing entities at the local levels. 

3-7 Lessons Learned 
(1) In case of the projects with activity components to be implemented directly at the community levels, 

there may be various aspects to be taken into account, including language barriers, cultural norms, 
traditional values, gender situations, behavioral patterns, and so forth. For such activity components, 
special operational modalities should be built which are not limited to the existing government 
functionaries, for example, with involvement of local NGOs and other entities that have experiences in 
and rapport to the target communities.  



 
 
 
 
  
 

(2) The existence of proper records and accurate data on project activities of the project is quite helpful to 
precisely grasp the progress and achievement of the project. Though it may require extra time and efforts 
of the project personnel, clarification of accurate and detailed data in terms not only of project indicators 
but also of relevant activities would provide firm base for progress monitoring and evaluation, thus 
contribute to the sound management of development projects.  
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第１章 評価調査の概要 

 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

インドネシア共和国（以下、「インドネシア」）は、政府の財政負担を軽減するため、灌漑施設

の維持管理に水利組合を参加させる政策を進めている。しかしながら、現状の大部分の水利組合

は、結成にあたって農家の意向が十分に反映されていないことや、水利費を負担するだけのメリ

ットが農家に示されていないことなどから、十分に機能していない。また、水利組合の活動に対

し支援を行う立場にある地方政府は、技術力を有する人材や経験の不足から、十分な支援を行う

ことができない状況にある。 

これらの状況に対処するため、地方レベル行政機関及びモデル地区の農家を対象に水管理・灌

漑施設管理技術等の巡回指導等を実施し、水利組合の強化のモデル確立を目指す技術協力をイン

ドネシア政府は我が国に要請した。 

これを受け、JICA は 2004 年 4 月 1 日から 3 年間の計画でプロジェクトを開始し、4 名の長期専

門家（チーフアドバイザー/水利組合強化、業務調整/研修、水管理/灌漑施設管理、営農）を派遣

中である。 

本終了時評価調査団は、終了半年前となっているプロジェクトが順調に効果を上げつつあるか

どうかを総合的に検証するために派遣された。 

 

１－２ 調査団の構成と調査期間 

(1) 構成 

日本国側評価団 

 氏  名 担当分野 所     属 
1 土居 邦弘 総括 JICA 農村開発部技術審議役 

2 湯浅 和広 水利組合強化 農林水産省農村振興局整備部設計課 
海外技術調整係長 

3 湯浅 啓一郎 計画評価 JICA 農村開発部第一グループ 
貧困削減／水田地帯第一チーム 職員 

4 板垣 啓子 PCM 評価 グローバル・リンク・マネージメント株式会社 
研究員 

 

   インドネシア側評価団 

 氏  名 所     属 
1 Dr. Saiful Rochdyanto Faculty of Agricultural Technology, Gadjah Mada University 

2 Ir. Dwi Puryanto Community Development Division, Directorate of Water Resources 
Management, Ministry of Public Works 

3 Ir. Yopie Lumoindong, 
MSi 

Faculty of Agriculture and Forestry, Hasanuddin University 

4 Ir. Muchlish Amat, MSc Chief of Planning and Programming Division, PSDA South Sulawesi
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(2) 調査期間 

2006 年 11 月 13 日～12 月 1 日   

詳細日程は付属資料 1、主要面談者は付属資料 2 参照。 

 

１－３ 対象プロジェクトの概要 

項 目 内     容 

プロジェクト名 和名：インドネシア国水利組合強化計画 

英名：The Empowerment of Water Users Association Project in the Republic of Indonesia 
実施地域 南スラウェシ州ゴワ県 

実施期間 2004 年 4 月 1 日～2007 年 3 月 31 日 

実施機関 公共事業省水資源総局 

南スラウェシ州水資源管理局、ゴワ県水資源管理局 

上位目標 ビリビリ灌漑地区において、水利組合が地方政府による支援と協調を通じて活性化

することにより、灌漑施設の適正な運用及び管理が行われる。 

プロジェクト

目標 

モデルエリアにおいて、水利組合が地方政府による支援及び協調を通じて活性化す

ることにより、灌漑施設の適切な運用及び管理を行なうモデルが確立される。 

成果 1. モデルエリアの水利組合の組織が強化される。 
2. モデルエリアの圃場において、末端まで効率的に灌漑用水が配分される。 
3. モデルエリアの灌漑施設が適切に維持管理される。また、現地の実態に合わせて

改善される。 
4. モデルエリアにおいて、灌漑用水の効率的利用に基づいた営農が行われる。 
5. 地方政府職員及びその他の関係者が、水利組合に対し適正な指導を行うための知

識・経験を修得する。 

活動 組合組織強化 
1-1. 水利組合の活動状況の実態把握 
1-2. 灌漑施設運用と維持管理に係る関係者（州、県、水利組合）の役割分担の確認

及びモデルエリアでの合意取り付け 
1-3. 水利組合組織の運営改善 
1-4. 水利組合の経理、財務管理の改善 
1-5. 地方政府と水利組合間の連絡、調整の強化 
1-6. ビリビリ灌漑地区以外で行われている水利組合強化に関する活動の情報収集 

水管理適正化 
2-1. 水管理の実態把握 
2-2. モデルエリアの水利調整計画の策定 
2-3. モデルエリアの水利調整の実施とモニタリング 
2-4. 現地に適合し、関係者（州、県、水利組合）の合意に基づく配水計画の策定 
2-5. 配水計画に基づいた水管理の運用とモニタリング 

灌漑施設維持管理 
3-1. モデルエリア内の灌漑施設と維持管理活動の現状把握 
3-2. 灌漑施設の改善・維持管理計画の作成 
3-3. 計画に基づく維持管理活動の実施とモニタリング 
3-4. 末端水路（3 次～4 次）の改善 

営農 
4-1. モデルエリアを含む周辺地域における営農実態（作付時期、作付作物、市場、

種子・肥料の調達方法等）の把握 
4-2. モデルエリアにおける現地に適応した栽培技術の確立 
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4-3. 営農支援体制（栽培技術指導、種子・農薬の調達方法、ポストハーベスト）の

強化 

研修 
5-1. 活動 1～4 に基づく研修教材の作成 
5-2. 地方政府、中央政府関係者に対する研修の実施 
5-3. 水利組合幹部、農民リーダー、NGO を対象とした研修の実施 

※終了時評価調査時点 PDM は付属資料 3 参照。なお PDM は、要約部分についてはプロジェクト開始

時から変更していない。指標に関して 2006 年 2 月運営指導調査時に見直しを行った。詳しくは、運

営指導調査報告書参照。 
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第２章 評価の方法 

 

本終了時評価は、JICA 事業評価ガイドライン（改訂版）に基づき、プロジェクト・サイクル・

マネージメント（Project Cycle Management：PCM）の評価手法を採用して、日本国、インドネシ

ア双方の評価者から構成される合同評価調査団により実施された。 

２－１ 評価項目 

本終了時評価にあたっては、以下の評価 5 項目の観点からの検討を行い、評価を実施した。 

①妥当性  ：妥当性は、プロジェクトが定めた上位目標とプロジェクト目標が、被援助国の

開発政策やターゲット・グループのニーズと一致しているか、また、これらの目

標を達成するためのプロジェクト・デザインが妥当であったかを検証するもので

ある。 

②有効性  ：有効性とは、プロジェクト実施によって、ターゲット・グループに対して所期

の便益をもたらすことができたどうかを評価するものである。そのためにはプロ

ジェクト目標の達成度を分析するとともに、その内容について、プロジェクト活

動によるアウトプット産出への貢献度を検証することが必要である。 

③効率性  ：効率性とは、プロジェクト実施過程における生産性のことであり、投入がアウ

トプットにどれだけ効率的に転換されたかを検討する。 

④インパクト：インパクトとは、プロジェクト実施により生じた直接的及び間接的なポジティ

ブ、ネガティブな効果、影響のことである。 

⑤自立発展性：自立発展性とは、プロジェクト実施による効果が、プロジェクト終了後におい

ても持続されるかどうか、それらの阻害及び貢献要因について、政策及び制度的

側面、組織及び財政的側面、そして技術的側面から検証するものである。 

 

２－２ データ収集・分析手法 

 本終了時評価にあたっては、以下のデータを収集・検討する他、現地調査においては、日本人

専門家及びカウンターパートへの聞き取り、プロジェクト対象地域踏査及び受益者との会合等を

通じ、情報を収集した（評価グリッドは付属資料 4 参照）。 

1) 討議議事録（R/D）、プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）、

詳細実施計画（PO）等プロジェクト計画資料 

2) 運営指導調査報告書及び議事録（M/M） 

3) プロジェクト活動進捗報告書 

4) 日本国・インドネシア双方における投入の詳細 

5) プロジェクト活動進捗及びアウトプットに関するプロジェクト作成資料 

 これらの情報に基づき、PDM に掲げられた指標と照らしてプロジェクトの進捗及びアウトプッ

ト達成状況を確認した上で、合同評価調査団内で検討を行い、上記評価 5 項目の観点から調査結

果の分析を行った。本調査報告については 2006 年 11 月 29 日に開催された合同調整委員会（JCC）

において内容を報告し、関係者の了解を得た。 



 5

第３章 プロジェクトの実績 

 

３－１ 投入実績 

３－１－１ 日本国側投入 

  以下に、日本国側の投入として、専門家派遣、カウンターパートの本邦研修、機材供与、現

地業務費支出、等の実績について記述する（同投入の内訳等については、付属資料 5 の「日本

国側投入」を参照）。 

(1) 専門家派遣 

ｱ) 長期専門家 

長期専門家は、「チーフ・アドバイザー／水利組合強化」、「営農」、「水管理／灌漑施設管

理」及び「業務調整／研修」の 4 分野で延べ 5 名が、プロジェクトが開始された平成 16

（2004）年 4 月より、プロジェクトの終了時までの期間で派遣されている。これらの専門

家は、南スラウェシ州の水資源管理局に常駐し、州政府・県政府の関連機関に所属するカ

ウンターパートともに活動を行っている（以下、表 3-1 参照）。 

  表 3-1 長期専門家派遣実績 
 派遣分野 派遣期間 人月 
1 チーフ・アドバイザー 

／水利組合強化 
平成 16 年 4 月～平成 16 年 10 月 
平成 16 年 10 月～平成 19 年 3 月 

36MM 

2 営農 平成 16 年 4 月～平成 19 年 3 月 36MM 
3 水管理／灌漑施設管理 平成 16 年 6 月～平成 19 年 3 月 34MM  
4 業務調整／研修 平成 16 年 4 月～平成 19 年 3 月 36MM 

 

ｲ) 短期専門家 

短期専門家は、「水管理強化手法」、「畑作物栽培」、「参加型水利組合運営」、「営農支援（農

業マイクロクレジット）」の分野で延べ 6 名が派遣されており、プロジェクト終了までに

もう 1 名の派遣が予定されている（以下、表 3-2 参照）。 

   表 3-2 短期専門家派遣実績 
 派遣分野 派遣期間 派遣日数

1 水管理強化手法 平成 17 年 3 月～平成 17 年 4 月 16 日間 
2 水管理強化手法 平成 17 年 8 月～平成 17 年 9 月 14 日間 
3 畑作物栽培 平成 17 年 10 月～平成 17 年 11 月 15 日間 
4 参加型水利組合運営 平成 17 年 11 月～平成 17 年 11 月 15 日間 
5 営農支援（農業ﾏｲｸﾛｸﾚｼﾞｯﾄ） 平成 18 年 7 月～平成 17 年 8 月 30 日間 
6 水管理強化手法 平成 17 年 3 月～平成 17 年 4 月 16 日間 

 

(2) 研修員受入れ(カウンターパート研修) 

本邦への研修員受入れとして、平成 16 年度は「参加型灌漑管理システム」コースに 3 名

及び「水田水管理政策」コースに 2 名、平成 17 年度は「水田水管理政策」コースに 2 名、

平成 18 年度は「水田水管理政策」コースに 3 名の受入れが行われた。これら 10 名の内訳
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としては、中央政府レベルのカウンターパートが 3 名、州政府から 3 名、県政府から 4 名

となっている。 
 

(3) 機材供与 

プロジェクト活動の実施にあたり、プロジェクト事務所内の環境整備のため、コンピュー

タ、プリンタ等の事務機器、車両、設計測量関連機材、研修用視聴覚機材の他、水利組合

向けの灌漑ポンプ、ハンドトラクター等、総額 263,816.6US$相当の機材が供与されている。 

 

(4) 現地業務費支出 

現地業務費の支出は、主にプロジェクトの事務的経費と、ローカルコンサルタント委託費

に大別される。各年度の支出内訳は、下表 3－3 の通りである。平成 16 年度は約 8,006 千円

相当額、平成 17 年度は約 7,224 千円相当額が支出され、平成 18 年度は予算額として、約

2,264 千円相当額が計上されている。総計で 17,494 千円相当額のローカルコスト負担が行わ

れた。 

表 3－3 現地業務費支出内訳     （円） 

年度 事務的経費 ﾛｰｶﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ契約 小計 
平成 16 6,597,120 1,409,280 8,006,400 
平成 17 4,911,360 2,312,640 7,224,000 
平成 18 2,264,101 － 2,264,101 
合計 13,772,581 3,721,920 17,494,501 

 

３－１－２ インドネシア側投入 

以下に、インドネシア側の投入として、カウンターパート配置、ローカルコスト、土地・施

設の提供等の実績について記述する（同投入の内訳等については、付属資料 6 の「インドネシ

ア側投入」を参照）。 

(1) カウンターパートの配置 

       プロジェクトには延べ 43 名のカウンターパートが配置されている。内訳としては、公共

事業省水資源総局より延べ 16 名1、同省研究開発庁傘下の灌漑研究センターより 5 名、本省

直営の南スラウェシ州灌漑・湿地開発事務局より 2 名、同事務所のゴア・タカラールサブプ

ロジェクトより 1 名、南スラウェシ州水資源局より 8 名、同局傘下のジュネベラン流域水資

源管理事務所より 1 名、州開発計画局より 1 名、ゴワ県水資源管理事務所より 4 名、県食糧・

園芸作物農業事務所より 3 名、県開発計画局より 2 名となっている。 

 

(2) 予算の措置 

インドネシア側のカウンターパート機関である公共事業省水資源総局、灌漑研究センター、

南スラウェシ州水資源管理局、南スラウェシ州灌漑・湿地開発事務局及びゴワ県開発計画

局のそれぞれが、プロジェクトの活動に係る人件費、事務経費、施設維持費等に係る予算

を計上し、過去 2 会計年度で総計 87,263US$相当額が負担されている。平成 18 年度につい

ては、予算として総計 44,461US$相当額が計上されており、現在執行中である。各年度の支

                                            
1 2005 年の組織改変に伴う異動により 7 名のカウンターパートの交代が行われたため、実数は 9 名である。 
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出内訳は、下表 3－4 の通りである。 

                       表 3－4 インドネシア側現地経費負担額                  （US$） 

年度* 水資源総局 
灌漑研究 
センター 

州水資源 
管理局 

南ｽﾗｳｪｼ州

灌漑・湿地

開発事務局

ゴワ県開発

計画局 
総計 

平成 16 n.a. 4,038 11,846 20,440 3,424 39,748
平成 17 8,383 10,315 13,207 8,868 4,457 45,230
平成 18 n.a. 10,106 16,942 14,152 3,261 44,461
合計 8,383 24,459 41,995 43,460 11,142 129,439

＊平成 16 年度、17 年度については実績額、平成 18 年度については予算額。 
 

(3) 土地、施設等の提供 

インドネシア側より、南スラウェシ州水資源管理局内のプロジェクト事務所と同事務所の

付帯資機材及び電気・水道設備がプロジェクト施設として提供されている。 

 

３－２ 各活動アウトプットの達成状況 

 本プロジェクトにおいては、「モデルエリアにおける水利組合の活性化を通じた適正な灌漑維持

管理のモデルの確立」を狙いとしてプロジェクト目標が設定されている。各アウトプットの達成

状況は、以下の通りである（各活動の実績については、付属資料 7 の「活動実績総括表」を参照）。 

アウトプット 1：モデルエリアの水利組合の組織が強化される。 

指標：1-1 水利組合総会の出席率が役員で 80％、組合員で 50％を超える。 

1-2 水利費徴収率がプロジェクト開始時点の 2 倍を超える。 

プロジェクトではまずベースライン調査を実施して、灌漑維持管理に係る関係機関（州及び県

政府関係機関、水利組合、地域組織等）の実態と水利組合の活動状況を把握した。組合員名簿の

整備等、基礎データの確認に関する指導が行われ、初めて開催された組合員総会では組合役員が

再選された。組合役員に対する継続的な指導を通じて、役員の定期会合の開催、水利費徴収及び

会計の記録整備が行われるようになり、組合員規定の見直しも検討された。各作期前に組合の連

合体が主導して、連合所属の組合と地方政府関係機関との会合も開催されるようになり、連絡調

整の円滑化が図られている。また、プロジェクトではビリビリ灌漑地区内の他のプロジェクトに

よる先進組合事例への訪問研修等も実施して、水利組合強化に関する幅広い情報収集に努めてい

る。 

これらの活動の結果、水利費徴収率は、プロジェクト開始時点の 14％から徐々に増加し、平成

18 年度乾期においては当初の 2 倍を超える 36％の徴収率を達成した。一方、総会への役員の出席

率についても、過去 3 回実施された総会全てにおいて目標値の 80％を超えている。しかしながら、

一般の組合員の総会出席率については、2005 年 8 月に 3 組合、2006 年 11 月に 2 組合が目標値の

50％を達成しているものの、様々な情報伝達、委任状システム導入等の取り組みにも係わらず、

全組合の平均では 20～40％台に留まっている。これらの格差は、組合員の出席率が、会合の日時、

場所、組合員の居住地の散在の度合、組合員世帯の農業への経済的依存度の格差、委任状等公式

会合に関する組合員の知識や経験等に影響されることに起因するものと考えられ、安定的な出席
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率の増加傾向は未だ得られていない。 

 

アウトプット 2：モデルエリアの圃場において、末端まで効率的に灌漑用水が配分される。 

指標：水利組合による自主的な水利調整により、乾期水稲時の 3 次水路の水配分実績が計画値の

60％を超える。 

 プロジェクトではまず対象地域における水管理の実態把握を行い、各水利組合との会合を通じ

た議論を行った。その結果、モデルエリアの 3 次水路単位での配水計画が各々策定され、組合に

よるその実施に対する濃密なモニタリングが行われるとともに、組合役員等に対する 3 次水路分

水工の水深測定や管理方法の指導が行われた。各作期前に配水状況に関する説明が行われ、配水

に関する理解の促進につながった。また、組合連合や政府関係機関との会合を開催し、2 次水路か

らの配水調整を含む打合せを経て、ローテーション灌漑の計画策定が行われ、2 次水路レベルでの

実施につながった。 

 これらの活動の結果、平成 17 年度乾期に 53％であった 3 次水路の水配分実績は、平成 18 年度

乾期には 63%にまで増加し、指標に設定された目標値を達成した。 
 

アウトプット 3：モデルエリアの灌漑施設が適切に維持管理される。また、現地の実態に合わせ

て改善される。 

指標：3-1 水利組合の共同作業により維持管理される 3 次水路延長が管理対象延長の 80％を超え

る。 

3-2 4 次水路整備に着手した 4 次ブロックの割合が 70％を超え、整備延長が計画延長の 

30％を超える。 

プロジェクトではまず、3 次水路の維持改善の計画策定のための現況調査を行い、組合による 3

次水路の維持管理活動の計画策定を支援し、実施に際してのモニタリングを行った。4 次水路の機

能に関する組合役員への説明を実施し、必要に応じて現地での路線確認、末端圃場への配水状況

等の確認を行った。 

これらの活動の結果、平成 18 年度乾期までに、全 4 次水路ブロックの 72％で 4 次水路建設が開

始され、計画延長の 41％が整備された。また、維持管理についても、平成 18 年 9 月末までに、水

利組合の共同作業等の自主的な取り組みを通じて、50％以上の 3 次水路の維持管理が行われてい

る。平成 17 年度の実績（9 月末までに 27％、年度末には 68％）に鑑み、プロジェクト終了時まで

に目標値の 80％を超えることはほぼ確実であると予測される。 

 

アウトプット 4：モデルエリアにおいて、灌漑用水の効率的利用に基づいた営農が行われる。 

指標：4-1 水利組合策定の作付けスケジュールに沿った作付面積が 80％を超える。 

4-2 乾期水稲の収量が 5.0t/ha を超える。 

プロジェクトではまずモデルエリアとその周辺地域における営農の調査を行い、栽培技術のみ

ならず、農産物の販売、市場、生産資材の調達等を含めた実態を把握した。各組合数カ所の 4 次

ブロックに水稲栽培と乾期畑作物（緑豆）栽培技術の展示圃を設置し、圃場の水管理、代掻き・

均平、施肥、優良種子導入等の改善技術の普及が行われた。また、プロジェクトからの指導によ
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り、各水利組合が作付け計画を作成し、それに沿った農作業が行われるようになりつつある。更

に、地方政府による営農支援プログラム（主としてマイクロクレジット）の水利組合への導入の

可能性についての調査が行われ、外部支援を基に生産資材購入資金を積み立てる試行が行われた。 

これらの活動の結果、乾期水稲の収量は平成 16 年度の 1ha 当たり 3.5t から平成 17 年には 4.4t

に伸び、平成 18 年度には 4.7t にまで増加した。全体平均として目標値の 5.0t には及ばなかったも

のの、各サンプル圃場での収量は着実に増加しており、いくつかの圃場においては 6.0t を超える

収穫が報告されている。水利組合の作付けスケジュールに沿った作付面積は、平成 17 年度乾期の

51％から、同年雨期には 67％にまで増加した。しかしながら、ブロック単位の配水順位・時期に

関する組合員の理解が未だ十分に得られていないこともあり、平均実績としては 59％に留まって

いる。プロジェクトでは、この課題への対応として、次の作期に向け、組合内の配水グループの

明確化のため、各圃場が属する配水グループのリストを作成し地図上に図示した資料を作成・伝

達して理解の促進を図ることを計画している。 
 

アウトプット 5：地方政府職員及びその他の関係者が、水利組合に対し適正な指導を行うための

知識・経験を習得する。 

指標：5-1 活動 1～4 の結果を反映した研修教材が作成される。 

5-2 水利組合強化関係者の研修受講者数が 150 名を超え、内容を理解した受講者割合が 

80％を超える。 

研修教材の作成にあたっては、中央レベルの灌漑研究センターが中心となり、22 分冊（灌漑施

設関連教材 8 冊、灌漑農業関連教材 6 冊、水利組合組織育成教材 4 冊、調査・計画・評価関連教

材 4 冊）からなる水利組合強化研修教材が作成された。研修実施に関しては、上記研究センター

において、全国 23 州の水利用管理部職員及び本省水資源管理局職員を対象とした研修が実施され

た他、州レベルでは州内の水利組合幹部、農民リーダー、NGO 等を対象とした研修が 6 回実施さ

れている。なお、プロジェクト期間中に更にもう 1 回、中央レベルでの研修実施が予定されてい

る。 

これまでの活動を通じ、研修受講者の総計はすでに指標に設定された目標値の 150 名を上回る

173 名に達している。プロジェクトによって開発された教材は、2006 年に中央政府により全国の

水利組合関連研修の教材として認定されている。 灌漑研究センターが州レベルの政府職員を対象

として実施したフォローアップ調査では、研修内容が有効に活用される見込みは高いとの結果が

出ており、すでに活用が始まっている例も報告されている。なお、受講者の理解度に関する指標

については、今年 12 月に理解度測定を実施する予定となっている。 

 

３－３ プロジェクト目標達成の予測 

以下の点から、プロジェクト目標達成の見込みは高いと判断される。 

プロジェクト目標： 

モデルエリアにおいて、水利組合が地方政府による支援及び協調を通じて活性化することによ

り、灌漑施設の適正な運用及び管理を行うモデルが確立される。 
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指標：1. 乾期灌漑水稲作付面積割合がモデルエリアの70％を超える。 

2. プロジェクトの経験を基にした水利組合強化のための取り組み指針案が策定される。 

プロジェクトのモデルエリアにおける乾期灌漑水稲作付面積は、平成 17 年度の 52％から平成

18 年度の 74％へと大幅に増加し、指標の目標値を超えている。 

水利組合強化のための取り組み指針については、現在プロジェクトの経験に基づく参考指針資

料（組織強化、水管理・灌漑施設管理、営農及び灌漑農業技術、その他活動記録や問題解決等）

の作成が予定されており、すでに内容の検討が行われている。これらの資料については、プロジ

ェクトの終了時までに印刷・配布が予定されており、実際の経験から得られた現実的な指針を示

す内容となることが想定される。 

 

３－４ プロジェクト実施プロセス 

３－４－１ 意思決定とモニタリングのメカニズム 

  プロジェクトの最高意思決定機関として、日本国・インドネシア双方の関係者により構成さ

れる合同調整委員会（JCC）はこれまでに各年1回、計3回開催されており、プロジェクトの進捗

状況の報告と次期計画内容の確認・承認が行われている。JCC 以外の調整メカニズムとして、

プロジェクトでは必要に応じてカウンターパート会合を召集し、情報共有に基づく調整の円滑

化を図っている。カウンターパート会合は不定期であるが、カウンターパートの本邦研修報告、

短期派遣専門家や調査団受入準備等を議題として、ほぼ2～3カ月毎に1回開催されている。また、

公共事業省からも各年1回（通常は1月）、プロジェクトサイトを関係担当官が訪問するという形

で、定期的なモニタリング・評価が実施されている。 

 

３－４－２ プロジェクト・チーム内の連絡調整 

モデルエリアにおける具体的なプロジェクト活動は、主として日本人長期専門家、地方政府

レベルのカウンターパート及びプロジェクト雇用によるスタッフにより担われている。このプ

ロジェクト・チームは、活動分野毎のグループとして各々の分野の詳細活動計画を策定し、実

施にあたっている。プロジェクトではこれらの活動グループ全員によるスタッフ・ミーティン

グを隔週で実施しており、プロジェクト全体に関わる議題のほか、各活動分野での進捗や問題

点に関する議論が行われている。このスタッフ・ミーティングを通じて、分野グループ間の活

動調整、問題の共有と解決に向けた協働が可能となっており、プロジェクトの円滑な進捗に貢

献していると考えられる。 

 

３－４－３ フィールドレベルの働きかけ 

本プロジェクトの主要な活動は、全てコミュニティレベルでの水利組合関係者に対する直接

的な働きかけを通じて実施されたものである。このため、プロジェクトでは政府機関に所属す

るカウンターパート以外に、プロジェクト対象地域で住民を直接対象とした開発活動の経験を

有し、対象地の状況に詳しく現地語に堪能なスタッフを独自に雇用して活動にあたった。この

様な人員配置により、水利組合に対するきめ細かい働きかけや、詳細な指導が可能になった点

は特筆に価しよう。 
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第４章 5 項目評価結果 

 

４－１ 妥当性 

 以下の理由から、本プロジェクトの妥当性は高いものと評価される。 

(1) インドネシア政府の政策・制度等との合致 

インドネシアでは、2004 年の水資源法において、末端灌漑施設の適正な維持管理のための

水利組合の強化が明記されており、この政策方針は 2006 年政令 20 号により具体的な施策が

定められたことによって、更に強化されてきている。また、公共事業省の現行 5 カ年計画（2005

年～2009 年）において、水利組合の育成・強化は重要課題として挙げられており、南スラウ

ェシ州水資源管理局の戦略計画及びゴア県の開発計画においても、水利組合を通じた灌漑維

持管理は優先課題の一つとなっている。従って、水利組合の強化を目指した本プロジェクト

の目標は、インドネシア政府の政策、制度と合致していると思われる。 

 

(2) 日本国の開発援助政策との整合性 

日本国の政府開発援助における対インドネシア援助方針では、「民主的で公正な社会造り」

が重点分野の一つとなっており、そのための具体的支援として「農漁村開発による雇用機会

の創出及び所得・福祉の向上を通じた貧困削減」が挙げられている。同様に、JICA のインド

ネシア国に対する国別事業実施計画でも、「貧困削減」は援助重点分野の一つに位置付けられ

ており、本プロジェクトは「シビルミニマム・MDGs 支援プログラム（食料安定／農漁家所

得の向上サブプログラム）」に含まれている。地域的にも、南スラウェシ州を含む東部インド

ネシアは JICA の重点開発地域となっている。これらの観点から照らし合わせ、本プロジェク

トは、日本国の政府開発援助及び JICA の国別事業実施計画と整合しているといえる。  

 

(3) プロジェクト・デザインの妥当性 

     水利組合の組織化・育成強化のためには、灌漑システムの上流から下流に至る様々な活動

が関係してくることから、現在のインドネシア政府の体制上、それを一括して担う単独の機

関・組織は存在せず、多くの関係機関の関与・調整が必要となっている。この点に鑑み、本プ

ロジェクトでは、中央・地方の多くの関係機関の関与を最大限に引き出せるような実施体制を

構築しているが、このような実施枠組みは、最も現実的であり、関係機関各々の特徴を生かし

た貢献を引き出す上でも有効であったと考えられる。 

 

(4) 受益者ニーズとの整合性 

プロジェクトのモデルエリアには、プロジェクト開始以前から灌漑施設が存在していたが、

配水計画や実際の配水調整が不十分であったため、灌漑の機能状況には問題があった。地域

農民の間にはより良い配水を望む声が高く、灌漑水が得られれば乾期作を実施したいとの希

望もあった。本プロジェクトは水管理改善や灌漑農業技術を含めた営農改善等の活動を通じ、

これらの問題解決・要望への対応を目指したものであり、住民ニーズへの整合性はきわめて

高いものであったと考えられる。 
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４－２ 有効性 

本プロジェクトのプロジェクト目標である水利組合強化の効果的なモデル構築については、協

力期間内に達成が見込まれており、プロジェクト実施の有効性は高いと言える。 

(1) プロジェクト目標達成度 

モデルエリアの水利組合については、事実上機能していなかった以前の状況に比して、組織

的な運営能力を獲得し、自ら主体的に活動を実施できるようになってきている。組合役員に

よる会合は定期的に実施されており、年間活動計画の策定や活動記録の整備が行われるよう

になった他、水配分や水利費徴収についても着実な改善を上げつつある。これらの活動は、

地方政府関係機関にも広く認知され、徐々に近隣の農民にも知られるようになってきており、

適正な灌漑施設の維持管理の具体的なモデルを示していると言って過言ではないと判断され

る。また、水利組合強化の取り組みに関するプロジェクトの経験は、現在指針の形でとりま

とめが行われており、将来的に、水利組合強化支援に向けた類似の活動を実施する政府その

他の関係機関にとって、きわめて現実的かつ有用な教訓を示唆する内容になることが想定さ

れる。これらのことから、本プロジェクトは、協力期間内にプロジェクト目標を概ね達成す

るものと考えられる。 

 

(2) プロジェクト目標達成へのアウトプットの貢献度 

プロジェクトの 5 つの活動アウトプットは、いずれもプロジェクト目標達成に大きく貢献し

ている。 

 

(3) プロジェクトの有効性を高める貢献要因 

プロジェクトでは、モデルエリアの一部ですでに活動実績を有する現地 NGO の職員をプロ

ジェクトスタッフとして傭上しており、これらの人材の現地コミュニティに関する知見や、

NGO 活動を通じて構築されていた信頼関係がプロジェクト側に得られたことは、プロジェク

トの実施に際して非常に有益であった。これらのスタッフが、専門家、カウンターパートと

ともにプロジェクト運営に直接的に携わり、チームとして活動したことにより、コミュニテ

ィレベルでの事業運営に関する経験共有がなされ、水利組合を直接の対象としたきめ細かな

対応が可能となった。このような協働は、プロジェクト目標の達成に大きく貢献したと考え

られる。 

 

(4) プロジェクトの有効性に対する阻害要因 

本プロジェクトの実施にあたっては、中央、州、県それぞれのレベルから多数の機関が関与

していた。特に、プロジェクト実施期間を通じて、灌漑維持管理に関する制度的枠組みの再

構築が進行中であったため、時として各機関の役割分担や責任の所在が不明確になる場合が

あったことが報告されている。幸い、このことによってプロジェクト実施に致命的な影響が

及ぶことはなかったが、水利組合強化に向けたプロジェクトの有効性に対する阻害要因とな

り得た点として留意が必要である。  
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(5) 外部条件の変化による影響 

プロジェクト実施期間中、外部条件の変化による特段の影響はなかったと思われる。 

 

４－３ 効率性 

 本プロジェクトの運営において、日本国・インドネシア双方の投入、活動がアウトプットに至

る関係性は効果的に結びついており、本プロジェクトの効率性は、十分に確保されていると言え

る (各投入の実績については、「第 3 章 プロジェクトの実績」の「3-1 投入実績」を参照。また、

アウトプットの達成状況は、同「3-2 各活動アウトプットの達成状況」を参照)。 

(1) 投入によるアウトプットの達成度 

本プロジェクトでは、日本国・インドネシア双方から、量、質ともに適切な投入がなされ、

効果的に活用されたことにより、以下の通り、プロジェクト活動の円滑な実施に貢献したと

考えられる。 

①専門家の投入（専門家、本邦研修、機材供与、現地業務費） 

   日本人専門家については、派遣の時期、専門分野、数のいずれも適切であり、カウンター

パート、プロジェクトにおけるその他の関係者との関係性も良好であったことから、その活

動による投入効果は高いものであった。短期派遣専門家についても、役割と全体活動計画に

おける位置付けが明確であり、プロジェクト関係者間での事前の十分な調整がなされていた

ことから、プロジェクトの進捗に即した活動が可能となり、アウトプット達成に貢献するも

のとなった。 

②機材の投入 

   供与された機材は料・質ともに過不足のないものであり、大半は良好な状態で管理・活用

されている。カウンターパート及び水利組合役員等のプロジェクト関係者は、すでにこれら

の機材の活用・維持管理に必要なノウハウや技術を習得している。 

③カウンターパートの本邦研修 

カウンターパートの本邦研修は、時期、研修内容ともに適切であった。研修に参加したカ

ウンターパートからは、研修習得内容がプロジェクト活動のみならず、将来的な各々の業務

遂行に際しても有用であることが報告されている。 

④インドネシア側投入 

   本プロジェクトにおいては、公共事業省水資源総局、試験研究機関である灌漑研究センタ

ー、中央の出先機関である南スラウェシ州灌漑・湿地開発事務所、南スラウェシ州開発局及

び水資源管理局、ゴワ県開発局及び水資源管理局等多数の機関から、プロジェクト活動に必

要な分野のカウンターパート人員が計画通りに配置された。また、それぞれの機関がプロジ

ェクト運営経費を計上・支出しており、総額で日本国側投入とほぼ同額のローカル・コスト

負担が行われている。土地、施設については、南スラウェシ州水資源管理局内のプロジェク

ト用の執務スペースが提供されており、円滑なプロジェクトの運営に貢献してきた。 
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(2) 他の援助事業との連携 

本プロジェクトの実施に際しては、国際協力銀行の支援により実施された「ビリビリ灌漑プ

ロジェクト」により、すでに得られていた対象地域の基本的な情報が活用された。灌漑シス

テム全体に関する情報が収集・整理されていたことは、プロジェクト活動の実施、特に当初

の活動にとって極めて有益であった。また、プロジェクトでは、例えばモデルエリアの水利

組合員を対象とした視察研修を、小規模灌漑管理事業（Decentralized Irrigation System 

Improvement Project：DISIMP）の対象地であるジェネポント県、ピンラン県において実施する

等、ビリビリ灌漑地区において実施されているその他の援助事業と連携し、効率的なプロジ

ェクト運営を行っている。 

 

４－４ インパクト 

本終了時評価調査では、プロジェクトの活動に関連し、ポジティブな効果、影響が確認され、

ネガティブな効果、影響は特定されなかった。しかし、上位目標の達成に関しては、若干の留保

が認められ、プロジェクトが蓄積した経験・教訓の更なる波及という面で課題が残っていると考

えられる。 

(1) 上位目標の達成見込み 

     本プロジェクトの上位目標は、プロジェクトで行われた取り組みがビリビリ灌漑地区のそ

の他の水利組合によって行われるようになることであるが、プロジェクトが作成する水利組合

強化のための取組指針がどの程度導入されるかは、指針内容の汎用性、実施機関による指針の

普及の度合い、個々の水利組合の組織的力量等に左右されると考えられる。取り組み指針につ

いては、プロジェクト活動から得られた知見に基づく実際的な示唆を含む内容が想定されてお

り、中央・地方政府機関による研修等を通じた普及が期待されている。また、ビリビリ灌漑地

区においては、個々の水利組合のみならず、水利組合連合の育成強化を狙いとした取り組みが

行われる予定もあり、水利組合間の連携・情報共有の強化が期待される。これらの点から、上

位目標レベルでのインパクトはある程度見込めると思われるが、プロジェクトが作成する取り

組み指針のビリビリ灌漑地区内への広範な波及について、具体的な方策の更なる検討が必要と

されよう。 

 

(2) プロジェクト実施によるポジティブ・インパクト 

モデルエリアの農民の大半は、適正な配水と営農技術の改善による収量増加を享受しており、

それに伴う農業収入増加が得られたものと考えられる。また、今般のプロジェクト活動を通

じて、農業普及員やゲート管理員等の関連政府機関職員と住民の連絡が密になったことが住

民からは高く評価されており、住民へのより良い行政サービスが得られたことも好影響であ

ったと思われる。更に、プロジェクト参加農民、特に水利組合役職員には態度の変化が観察

される。例えば、人前で自分の意見を述べることへの躊躇がなくなったこと等、公的な会合

への参加に関する自信が得られたことが報告されている。 

 

(3) プロジェクト実施によるネガティブ・インパクト 

今般の終了時評価調査では、特段のネガティブ・インパクトは認められなかった。 
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４－５ 自立発展性 

政策的方向性や、本プロジェクトの活動によって獲得した知識や技術の維持や活用については

可能性が高いと思われるが、制度的環境と組織間調整については、現状では不確定な面もあり、

本プロジェクトの自立発展性に関しては今後に向けた課題が存在すると思われる。 

(1) 政策及び制度的自立発展性 

     適正な灌漑維持管理のために水利組合を強化することの必要性は、現在のインドネシアの

政策と合致しており、今後ともその政策的方向の継続が見込まれることから、本プロジェク

トの政策的自立発展性は高いと考えられる。但し、灌漑維持管理に係る諸機関の役割を公式

に明文化した 2006 年政令 20 号は発令されたばかりであり、今後とも中央・州・県政府なら

びに南スラウェシ州灌漑・湿地開発事務所（PIRASS）や水資源利用プロジェクト（PTGA）

等、特別機関の間での具体的な調整、合意が必要な状況にある。また、コミュニティの参加

を得て関係者間の調整機能を果たす灌漑委員会についても、自治体レベルで設置されてはい

るが、未だ十分にその機能を果たすに至っていないこともあり、これらの制度的環境の整備

が今後の課題となっている。 

 

(2) 組織及び財政的自立発展性 

     プロジェクトのカウンターパート機関は全て、水利組合強化に向けて果たす役割を組織的

に有しているため、各機関の計画には水利組合を対象とした恒常的な活動が含まれている。

各々の活動には予算が配分されているが、これまでのプロジェクトの投入に比べて必然的に小

規模なものとなっている。組織的には、水利組合強化のために必要な、灌漑施設開発、農業技

術改善、コミュニティの住民の組織運営能力強化等、多岐にわたる領域の活動をいかに包括的

に行っていけるかが、今後の自立発展性の鍵となっている。現行の実務レベルの諸機関の間で

は、組織間協調の必要性は強く認識されているものの、具体化のためのプログラムは未だ形成

されておらず、今後の課題となっている。 

 

(3) 技術的自立発展性 

     受益者レベルで見ると、水利組合、特に役職員は組合活動に必要な知識と技術をすでに習

得しており、また農民もプロジェクトにより指導された営農技術をすでに適応している。これ

らの技術は非公式ながら徐々に対象地域に広まりつつある。プロジェクトのカウンターパート

やスタッフも、これまでの経験や習得した知識・技能について、今後の通常業務の中で活用し

ていく自信を得ている。また、プロジェクトにより開発された研修教材は中央政府によって、

州レベルの PTGA 等関連機関に対し正式配布される予定であり、各地の水利組合強化研修に

利用されることが期待されている。更に、現在策定中の水利組合強化取り組み指針についても、

プロジェクト終了までには正式に承認され、関連機関に配布される予定であることから、技術

的な自立発展性は担保されていると考えられる。 

 

４－６ 結論 

合同評価チームは、プロジェクト活動が遅延・障害なく実施され、期待された成果が概ね得ら

れたことを確認し、今後の継続的な努力によって、プロジェクト目標は協力期間内に成功裏に達
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成されるものと結論する。よって本プロジェクトは予定通り、2007 年 3 月 31 日を以って終了する

ものとする。 
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第５章 提言及び教訓 

 

５－１ 提言  

５－１－１ プロジェクト終了までに実施すべき事項 

(1) 目標値未達成のアウトプット指標 

アウトプット達成指標を満たしていない若干の活動については、目標値を達成できなか

った理由について十分に分析した上で、対応策を講じて引き続きモニタリングを行うこと

が必要である。また、プロジェクト終了までに実施される今後の活動においても、これら

のアウトプット達成に向けた方策を可能な限り組み込んで、一層の改善に努めることが強

く望まれる。  

 

(2) 水利組合強化のための取り組み指針の作成 

プロジェクト終了までの期間が限られていることから、取り組み指針の策定については、

具体的な策定作業を可及的速やかに開始し、早い段階から内容についての関係機関との確認

を行うことが求められる。なお、同指針の策定にあたっては、プロジェクト活動の実際の経

験を十分に反映し、将来的に水利組合強化に携わる関係者が利用する上で役立つ現実的な内

容を網羅する様に、特に配慮が必要である。  

 

５－１－２ プロジェクト終了後に実施すべき事項 

(1) 事業成果のビリビリ灌漑地区全体への波及 

プロジェクトの事業成果をビリビリ灌漑地区全体に波及していくためには、プロジェクト

で作成中の、水利組合強化取り組み指針の普及に関する具体的かつ現実的なロードマップを、

実施機関が協力の上策定することが不可欠である。関係機関の各々が果たす役割、活動内容、

普及手法、時間的枠組み、資金源等を明確にした計画を早急に策定し、関係機関の合意を得

た上で、指針の普及にあたることが望まれる。 

  

(2) 実質的な調整機能の確保 

水利組合強化のためには技術的・社会的な働きかけを総合的に行っていくことが必要で

あり、関係者間の調整は今後とも必要不可欠である。これまでのモデルエリアでの活動に

おいては、主としてプロジェクトが関係者間調整の機能を担ってきたが、州・県レベルで

設置されている灌漑委員会も未だ十分にその期待される機能を果たすには至っておらず、

これら調整機関の実質的な機能の確保が急務であると考えられる。 

 

(3) より高次レベルの水管理の効率化促進 

今般評価調査の過程において、モデルエリアの水利組合及び水利組合連合役職員から、3

次水路への配水が不安定で、必ずしも十分でないとの指摘がなされた。この様に、水資源

の配分が依然として不十分であることを踏まえ、支線、幹線、水源レベルとより高次の水

管理の効率化を進めるため、一層の水利組合及び関係機関の能力強化が必要であると考え

られる。 
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(4) 中央政府（公共事業省水資源総局）の取り組み 

本プロジェクトは、南スラウェシ州の一部のモデルエリアにおいて、水利組合強化の諸

活動の実証を行うものであったが、これは同時に、全国の水利組合に対し組織強化の参考

事例を提示することでもあった。従って、中央政府、具体的には公共事業省水資源総局に

おいて、研修やその他の情報普及活動を通じ、本プロジェクトの取り組みを成功事例とし

て紹介し、各地の状況に応じて活用されるよう働きかけを行うことが必要である。   

 

(5) 水利組合強化のためのフィールドレベルの働きかけ 

インドネシア政府機関の現状では、水利組合強化の役割を担う諸組織のうち、末端のコ

ミュニティにおいては、水利組合や住民に直接働きかける職員の配置は絶対的に不足して

いる。この様な状況下では、本プロジェクトにおいて試みられたように、コミュニティと

政府関係機関の媒介となり、フィールドレベルでの直接的な指導・助言を行う要員を配置

することは極めて効果的である。このようなフィールドレベルの働きかけは、水利組合の

育成強化、特に初期の組織化段階には不可欠なものであり、対象地域で住民を直接対象と

した活動経験や、力量を持つ NGO 等既存の組織との連携・活用がより強化されていくこと

が望まれる。 

 

５－２ 教訓 

(1) コミュニティを直接対象とした活動コンポーネントの実施体制 

コミュニティで住民を直接対象とした活動を実施するプロジェクトの場合、対象層の住民

に対する働きかけにおいては、言語、文化慣習、ジェンダー概況、行動様式等、様々な現地

事情に配慮することが必要となる。その様な活動コンポーネント実施にあたっては、政府機

関の活動範囲のみでは十分に対応できない例もあることから、例えば対象地域での当該分野

における活動経験や、住民との信頼関係をすでに構築している NGO 等との連携も含めた実施

体制を構築することが肝要である。但し、その場合、プロジェクト全体の計画におけるそれ

らの関係者の役割を明確に位置付けるとともに、コミュニティへの直接支援の撤退について

も予め考慮しておくことが必要となろう。  

 

(2) プロジェクト管理のための正確なデータの把握 

今般評価にあたり、プロジェクト活動に関する正確なデータが把握・整理されていたことは、

プロジェクトの進捗や成果達成を把握する上で極めて有益であった。これらのデータの収集・

整理には時間と手間がかかることから、プロジェクト実施チームにとっては負担になる場合も

あるが、成果達成指標のみならずプロジェクトの活動に関する詳細かつ正確な情報を把握して

おくことは、プロジェクト実施過程の適正なモニタリングと評価、すなわちプロジェクト管理

の面で非常に有用である。また、これらのデータ収集・管理手法を実務研修（OJT）ベースで

カウンターパートに移転することにより、プロジェクト終了後も継続的なモニタリングが可能

になると考えられる。 

 

 

 



 

 

 

 

 

付 属 資 料 

 

 

1．調査日程 

2．主要面談者 

3．終了時評価時点 PDM 

4．評価グリッド 

5．日本国側投入 

6．インドネシア側投入 

7．活動実績総括表 

8．ミニッツ 
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1 11/13 11:20 17:20

2 14   JICA

3 15 

4 16 13:00 16:15

5 17 

6 18 

7 19 

8 20 11:20 17:20

9 21  AM JICA

10 22  AM

13:00

16:15

11 23 1

12 24 

13 25 

14 26 

15 27 2

16 28  AM 3

PM 16:10 17:20

17 29  PM M/M

18 30  AM JICA

PM 22:10

19 12/1 07:25
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